
2021年 12月 19日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

讃美歌⇒98番 

『あめにはさかえ』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 2:2節（ES姉） 

『「ユダヤ人の王としてお生まれになった方は、どこにおられますか。わたしたちは東方でその方の星を見た

ので、拝みに来たのです。」』 

聖書⇒ルカによる福音書 2:8~11、15:節 

『その地方で羊飼いたちが野宿をしながら、夜通し羊の群れの番をしていた。すると、主の天使が近づき、主

の栄光が周りを照らしたので、彼らは非常に恐れた。天使は言った。「恐れるな。わたしは、民全体に与えら

れる大きな喜びを告げる。今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。この方こそ主

メシアである。 

 

天使たちが離れて天に去ったとき、羊飼いたちは、「さあ、ベツレヘムへ行こう。主が知らせてくださったそ

の出来事を見ようではないか」と話し合った。』 

礼拝讃美歌⇒78番（旧 22番） 

『人とはなりたまえど』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 2:14~17節（MM姉） 

『「いと高きところには栄光、神にあれ、／地には平和、御心に適う人にあれ。」天使たちが離れて天に去った

とき、羊飼いたちは、「さあ、ベツレヘムへ行こう。主が知らせてくださったその出来事を見ようではないか」

と話し合った。そして急いで行って、マリアとヨセフ、また飼い葉桶に寝かせてある乳飲み子を探し当てた。

その光景を見て、羊飼いたちは、この幼子について天使が話してくれたことを人々に知らせた。』 

讃美歌⇒94番 

『久しく待ちにし』 

 

 

《パン裂き》 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11: 23～26節（ＫＨ兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ



の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。。』 

礼拝讃美歌⇒142番（旧 58番） 

『渡されたもう』 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒フィリピの信徒への手紙 4:9~7:節（ＴＭ兄） 

『どんなことでも、思い煩うのはやめなさい。何事につけ、感謝を込めて祈りと願いをささげ、求めているも

のを神に打ち明けなさい。そうすれば、あらゆる人知を超える神の平和が、あなたがたの心と考えとをキリス

ト・イエスによって守るでしょう。』 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 4:19～22:節 

『そのころ彼は、およそ百歳になっていて、既に自分の体が衰えており、そして妻サラの体も子を宿せないと

知りながらも、その信仰が弱まりはしませんでした。彼は不信仰に陥って神の約束を疑うようなことはなく、

むしろ信仰によって強められ、神を賛美しました。神は約束したことを実現させる力も、お持ちの方だと、確

信していたのです。だからまた、それが彼の義と認められたわけです。』 

聖書⇒ヨハネによる福音書 16:33:節 

『これらのことを話したのは、あなたがたがわたしによって平和を得るためである。あなたがたには世で苦難

がある。しかし、勇気を出しなさい。わたしは既に世に勝っている。」』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 2:1~11節（ＫH兄） 

『イエスは、ヘロデ王の時代にユダヤのベツレヘムでお生まれになった。そのとき、占星術の学者たちが東の

方からエルサレムに来て、 

言った。「ユダヤ人の王としてお生まれになった方は、どこにおられますか。わたしたちは東方でその方の星

を見たので、拝みに来たのです。」 

これを聞いて、ヘロデ王は不安を抱いた。エルサレムの人々も皆、同様であった。王は民の祭司長たちや律法

学者たちを皆集めて、メシアはどこに生まれることになっているのかと問いただした。彼らは言った。「ユダ

ヤのベツレヘムです。預言者がこう書いています。『ユダの地、ベツレヘムよ、／お前はユダの指導者たちの

中で／決していちばん小さいものではない。お前から指導者が現れ、／わたしの民イスラエルの牧者となるか

らである。』」そこで、ヘロデは占星術の学者たちをひそかに呼び寄せ、星の現れた時期を確かめた。そして、

「行って、その子のことを詳しく調べ、見つかったら知らせてくれ。わたしも行って拝もう」と言ってベツレ

ヘムへ送り出した。彼らが王の言葉を聞いて出かけると、東方で見た星が先立って進み、ついに幼子のいる場

所の上に止まった。学者たちはその星を見て喜びにあふれた。家に入ってみると、幼子は母マリアと共におら

れた。彼らはひれ伏して幼子を拝み、宝の箱を開けて、黄金、乳香、没薬を贈り物として献げた。』 

 

 



礼拝讃美歌⇒287番 

『わが魂の奥に』 

 

 

《建徳要旨》 
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